面白い時計

　

我が家の時計と言ってもこの部屋だけで時計と思われる装置が８個もある。その中で一番大きく最新（最新と言っても数年前のもの）で、電波時計というものである。メカ的に狂いが生じると時報の電波に合わせて針を修正するタイプである。

　昔おじいさんの時計と言う歌があったが、我が家のはおばあさんにもらったものである。

時報になると色々な曲が流れる仕組みになっていて最新のカッコいいメロデイを聞くことが出来る。勿論夜静かなときは鳴らないようにも出来るし、時間毎に曲も変えられる仕組みになっている。朝なら朝向きの曲をと言った具合である。音もその構造からふっくらした筐体で包まれてソフトな音を聞くことが出来る。

　この時計が四～五日前からグルグルと早く回り出した。いずれ時報に合わせ針を修正するであろうとほっておいたが少しも止まる様子がない。１０秒から１５秒ぐらいで分針が一回りする。つまり１時間が１０秒くらいで回る。人生そのものだ、過ぎてゆく時間を象徴している、１億年なんか直ぐだなどと言っているが、毎日時計がこの早さで回るのも忙しそうな気がして困ったものである。光の速度と比べたらとても遅いと感じるかも知れないが目で見る限りではせわしくてたまらない。

　あまりに見かねて修正をかけたら、少し早さが遅くなり１０時間ほど（短い針の回転）して今の時間に合わせて回り出した。人の時間にタイする感覚はそれぞれである。

この時計には関係なく家族それぞれの生活のリズムで送った今週はとても早かったかというとそうでもない。むしろ時間にとらわれない生活の方が良いように思われてならない。

　現代はタイムイズマネーと言って、何事も急いでしなければいけないような風潮がある。

人生はもっとゆっくり過ごしたいものである。

